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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
歌
よ
届
け
大
切
な
あ
な
た
に

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
５
４
７
Ｚ

【
作
者
名
】

　
星
野
由
香
里

【
あ
ら
す
じ
】

　
昔
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
２
人
。
で
も
そ
れ
は
・
・
・
出
会
い
と
別
れ
で
あ
っ

た
。

あ
る
少
女
の
歌
は
大
切
な
あ
な
た
に
届
く
の
だ
ろ
う
か
？
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ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
０
 
 

登
場
人
物
（
前
書
き
）

初
め
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
で
す
。

ぜ
ひ
、
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
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ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
０
 
 

登
場
人
物

佐
藤
亜
由
美

花
岡
高
校
１
年
生
。

あ
る
、
少
年
を
探
し
に
や
っ
て
き
た
。

歌
を
歌
う
の
が
得
意
。

将
来
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
に
な
る
の
が
夢
。

高
橋
昴

花
岡
高
校
１
年
生

亜
由
美
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

亜
由
美
の
初
恋
の
相
手
。

サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
。

亜
由
美
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
の
が
夢
。

水
野
真
紀

花
岡
高
校
１
年
生

昴
の
幼
馴
染

昴
の
こ
と
が
好
き

演
劇
部
に
所
属
。

将
来
女
優
に
な
る
の
が
夢
。

藤
村
翼

花
岡
高
校
１
年
生

昴
の
幼
馴
染

亜
由
美
に
会
っ
て
一
目
ぼ
れ
す
る
。

昴
と
同
じ
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
。

昴
と
同
じ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
の
が
夢
。
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ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
０
 
 

登
場
人
物
（
後
書
き
）

初
め
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。



6

ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
１
 
 

出
会
い

あ
る
少
女
が
や
っ
て
き
た
。

初
恋
の
相
手
を
探
す
た
め
に
・
・
・

「
わ
ー
こ
こ
が
花
岡
町
か
・
・
・
す
ご
い
な
。
」

そ
う
、
こ
の
少
女
が
・
・
・
・

佐
藤
亜
由
美
。

天
才
少
女
だ
。

「
歌
で
も
歌
お
う
。
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君
が
い
て
僕
が
い
る

僕
が
い
て
君
が
い
る

大
好
き
だ
よ

君
へ
」

「
な
ん
だ
、
こ
の
き
れ
い
な
歌
は
？
」

「
あ
、
・
・
・
・
・
あ
れ
は
亜
由
美
？
」
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「
す
い
ま
せ
ん
、
花
岡
高
校
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
ど
、
道
わ
か
り
ま
す
か
？
」

「
あ
あ
、
君
の
歌
す
ご
い
ね
。
う
ま
い
よ
。
」

「
へ
た
く
そ
で
す
よ
。
お
名
前
は
？
」

「
高
橋
昴
だ
。
昴
っ
て
呼
ん
で
。
」

「
う
ん
。
私
は
佐
藤
亜
由
美
、
亜
由
美
っ
て
呼
ん
で
。
」

「
な
あ
、
亜
由
美
何
で
こ
の
町
に
来
た
ん
だ
？
」

「
え
っ
と
、
初
恋
の
人
を
探
し
に
来
た
ん
だ
。
」

「
初
恋
の
人
っ
て
？
」

「
そ
れ
が
・
・
・
初
恋
の
人
の
名
前
わ
か
ら
な
い
ん
だ
。
す
ば
る
っ
て
い
う
ん

だ
け
ど
・
・
・
」

「
そ
う
な
の
か
。
全
然
気
づ
い
て
な
い
の
か
。
」

「
何
か
言
っ
た
？
」
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こ
れ
こ
そ
が
佐
藤
亜
由
美
と
高
橋
昴
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
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ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
２
 
 

幼
馴
染

学
校

「
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
始
め
る
ぞ
。
転
校
生
が
来
て
る
ぞ
。
入
れ
。
」

「
初
め
ま
し
て
、
隣
町
か
ら
来
た
、
佐
藤
亜
由
美
で
す
。

趣
味
は
音
楽
で
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
あ
ー
ー
ー
ー
ー
昴
君
！
？
」

「
お
ー
ー
ー
亜
由
美
じ
ゃ
ね
え
か
。
」

「
嬉
し
い
な
。
よ
ろ
し
く
ね
。
昴
君
。
」

「
ね
え
、
昴
、
あ
の
人
っ
て
誰
？
」
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「
俺
の
初
恋
の
人
だ
。
」

「
え
、
初
恋
の
人
い
た
の
？
」

「
あ
あ
、
昔
に
あ
っ
た
ん
だ
。
」

「
な
あ
、
水
野
ど
う
し
た
？
」

水
野
真
紀
は
実
は
・
・
・
高
橋
昴
の
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
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甘
く
て
せ
つ
な
い
恋
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
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ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
４
 
 

放
課
後

放
課
後

「
な
あ
、
昴
君
、
校
舎
案
内
し
て
く
れ
な
い
？
」

「
い
い
ぜ
。
そ
の
か
わ
り
・
・
・
」

「
そ
の
代
り
、
俺
の
前
で
歌
っ
て
く
れ
よ
。
」

「
い
い
け
ど
、
な
ん
で
？
」

「
亜
由
美
の
歌
が
好
き
だ
か
ら
。
」

「
嬉
し
い
、
生
ま
れ
て
初
め
て
言
わ
れ
た
。
」

「
い
い
よ
な
？
」

「
う
ん
。
」
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学
校
案
内
終
わ
り
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「
ど
こ
で
歌
お
う
か
な
？
」

「
ど
こ
で
も
い
い
ぜ
。
」

「
あ
、
あ
そ
こ
で
歌
う
ね
。
」

「
あ
あ
。
」

「
悲
し
み
は
終
わ
る
日
が
来
る
か
ら

希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
こ
う

く
じ
け
て
も
前
に
進
も
う

光
が
あ
る
か
ら
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前
に
、
前
に
進
ん
で
行
こ
う

明
日
に
・
・
・
」

「
ど
う
か
な
？
」

「
よ
か
っ
た
。
感
動
し
た
。
」

「
嬉
し
い
。
あ
り
が
と
う
。
そ
う
だ
、
昴
君
の
夢
っ
て
な
に
？
」

「
俺
は
・
・
・
サ
ッ
カ
ー
選
手
。
亜
由
美
は
？
」

「
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
変
だ
よ
ね
。
」
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「
い
い
や
、
い
い
ん
じ
ゃ
ね
え
か
。
」

「
あ
り
が
と
う
、
初
め
て
ほ
め
て
く
れ
た
か
ら
。
」

「
え
。
」

「
私
、
夢
バ
カ
に
さ
れ
て
生
き
て
き
た
ん
だ
。
」

「
そ
う
だ
っ
た
か
・
・
・
」

「
で
も
、
あ
き
ら
め
な
い
。
歌
う
の
が
好
き
だ
か
ら
。
」

「
お
互
い
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
ろ
う
な
。
」

「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
昴
君
。
初
恋
の
人
と
な
ん
か
似
て
る
な
。
」

「
そ
り
ゃ
あ
だ
っ
て
、
俺
だ
も
ん
。
初
恋
の
相
手
。
」

家
の
前
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「
送
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
ま
た
明
日
。
」

「
あ
あ
。
」

そ
う
や
っ
て
一
日
が
終
わ
っ
た
。
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ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
５
 
 

歌

家
に
帰
っ
た
亜
由
美
は
・
・
・
・
・
・

風
呂
に
入
っ
て
い
た
。

「
今
日
は
よ
か
っ
た
。
昴
君
に
案
内
し
て
も
ら
え
て
。
何
か
お
礼
し
た
い
な
。

考
え
よ
う
。
」

風
呂
上
り
・
・
・
・
・
・
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「
あ
ー
今
日
も
疲
れ
た
。
明
日
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
に
な
り
た
い
な
。

初
恋
の
人
も
私
の
こ
と
覚
え
て
る
か
な
？
」

「
寝
よ
う
、
お
休
み
。
」
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朝「
や
ば
い
、
遅
刻
し
ち
ゃ
う
。
急
げ
ー
ー
ー
」

「
あ
、
お
は
よ
う
昴
君
。
」

「
お
お
、
亜
由
美
お
は
よ
う
。
」

「
あ
の
・
・
・
・
・
・
そ
の
人
っ
て
誰
？
」



22

「
あ
、
あ
た
し
、
水
野
真
紀
っ
て
い
う
の
。
真
紀
っ
て
呼
ん
で
。
亜
由
美
っ
て

呼
ん
で
い
い
？
」

「
う
ん
。
真
紀
ち
ゃ
ん
っ
て
呼
ん
で
い
い
？
」

「
う
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。
」

ガ
ラ
ガ
ラ
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「
お
は
よ
う
み
ん
な
。
」

「
お
は
よ
う
、
佐
藤
さ
ん
。
」
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「
ね
え
、
佐
藤
さ
ん
、
昴
君
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
関
係
な
の
？
」

「
え
、
友
達
だ
よ
。
」

「
な
ん
だ
。
そ
う
だ
亜
由
美
っ
て
呼
ん
で
い
い
？
」

「
も
ち
ろ
ん
。
」

お
昼
休
み
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「
あ
、
屋
上
行
こ
う
。
そ
こ
で
歌
お
う
。
」

屋
上
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「
あ
ー
よ
く
寝
た
。
」

「
あ
れ
、
何
か
聞
こ
え
る
。
」

「
君
が
い
て
僕
が
い
る

僕
が
い
て
君
が
い
る

愛
し
て
る
、
愛
し
て
る

君
へ
」
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「
あ
、
人
が
い
た
の
！
」

「
あ
ん
た
誰
？
」

「
最
近
引
っ
越
し
て
き
た
、
佐
藤
亜
由
美
っ
て
言
い
ま
す
。
あ
な
た
は
？
」

「
俺
は
藤
村
翼
、
よ
ろ
し
く
。
」

「
翼
君
っ
て
呼
ん
で
い
い
？
」

「
あ
あ
、
俺
は
佐
藤
っ
て
呼
ぶ
な
。
」

「
う
ん
。
」

「
あ
、
い
た
、
亜
由
美
ど
こ
に
い
た
ん
だ
？
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
、
屋
上
に
行
き
た
か
っ
た
の
。
」

「
お
い
、
昴
、
佐
藤
の
こ
と
知
っ
て
る
の
か
？
」
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「
あ
あ
、
」

「
な
ん
だ
、
お
二
人
と
も
お
知
り
合
い
だ
っ
た
ん
だ
。
」

「
あ
あ
。
」

藤
村
翼
は
佐
藤
亜
由
美
に
恋
を
し
た
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甘
く
て
切
な
い
恋
を
・
・
・
・
・
・



30

ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
６
 
 

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
練
習

と
う
と
う
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
時
期
が
や
っ
て
き
た

「
亜
由
美
っ
て
、
ソ
ロ
歌
え
る
？
」

「
歌
え
る
よ
。
」

「
そ
う
だ
、
亜
由
美
の
歌
聞
か
せ
て
く
れ
な
い
？
」

「
い
い
よ
。
」

「
君
が
い
て
僕
が
い
る

僕
が
い
て
君
が
い
る

愛
し
て
る

愛
し
て
る

大
好
き
な
君
へ
」
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ク
ラ
ス
が
シ
ー
ン
と
な
っ
た

「
す
ご
い
、
す
ご
い
よ
亜
由
美
。
」

「
そ
う
か
な
？
照
れ
る
よ
。
」

「
こ
の
ク
ラ
ス
は
優
勝
だ
ね
。
」

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
う
ん
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
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放
課
後
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「
昴
君
、
そ
ん
な
に
よ
か
っ
た
の
か
な
？
」

「
あ
あ
、
よ
か
っ
た
と
俺
は
思
う
。
」

「
あ
り
が
と
う
、
昴
君
に
言
わ
れ
る
と
勇
気
出
る
よ
。
」

「
そ
う
か
。
」

「
あ
り
が
と
う
。
ま
た
明
日
。
」

「
お
う
、
ま
た
明
日
。
」
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っ
と
一
日
が
お
わ
っ
て
い
っ
た
。
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ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
７
 
 

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

と
う
と
う
や
っ
て
き
た
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
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「
み
ん
な
、
頑
張
る
よ
、
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」

「
続
き
ま
し
て
１
－
６
の
番
で
す
」



37

「
君
が
い
て
僕
が
い
る

僕
が
い
て
君
が
い
る

愛
し
て
る

愛
し
て
る

大
好
き
な
君
へ
」
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「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
者
を
発
表
し
ま
す
。
１
－
６
で
す
。
」

「
「
「
「
「
「
「
や
っ
た
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
」
」
」
」
」
」
」
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「
昴
君
勝
っ
た
よ
。
嬉
し
す
ぎ
て
涙
が
出
て
き
ち
ゃ
っ
た
。
」

「
泣
く
な
よ
、
ほ
れ
ハ
ン
カ
チ
。
」

「
あ
り
・
・
が
と
う
。
」

こ
う
し
て
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
終
わ
っ
た
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家や
っ
と
終
わ
っ
た
。
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初
恋
の
人
も
し
か
し
て
・
・
・
・
・
・

昴
君
か
な
？
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不
思
議
そ
う
に
思
っ
た
亜
由
美
で
あ
っ
た
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

歌よ届け大切なあなたに
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